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保存版 保護者の皆様へ                                

                               長崎市立福田中学校長 

大雨による「高齢者等避難」以上の発令があった場合の対応について 
 

   長崎市から発令があった場合の対応について、本校の対応を次のようにします。 

 

１ 前日や登校前、「福田地区」に発令があった場合 

① 長崎市が『高齢者等避難』を発令している場合（警戒レベル３相当） 

   →「登校」もしくは「自宅待機」、または「臨時休業」 

 

② 長崎市が『避難指示』を発令している場合（警戒レベル４） 

→「自宅待機」 

 

③ 長崎市が『緊急安全確保』を発令している場合（警戒レベル５） 

→「臨時休業」 

 

２ 登校後、「福田地区」に発令があった場合 

 下校時刻の状況に応じて、次のいずれかの対応をします。その場合、テトルと 

学校ホームページでお知らせします。（当然ですが部活動は中止とします。） 

① あらかじめ発令を見越して日課を短縮して早めに下校 

② 学校待機（様子を見て安全確保の上、下校させる） 

③ 保護者の迎えによる順次下校 

 

３ 備考 

① 臨時休業や自宅待機についての連絡は、前日か当日朝６：４５までにテトルと学校ホーム

ページで連絡します。（通知がないとき登校となります） 

② 自宅待機の場合は、１０：００をめどに「臨時休業」とするか、 

「５校時からの授業(自宅で昼食後)」とするか、態度決定をしてテトルと学校ホームペー

ジで連絡します。 

③ 「臨時休業」や「自宅待機」の場合、学校での給食はありません。 

※前日に「大雨特別警報」等が発表され、翌日も大きな被害が予想される場合や登校前の段 

階で「大雨特別警報」が発表されている場合、その後の予報を基に市教委が一斉に休校を決

定する場合もあります。 

④ 災害等でテトルでの配信ができない場合、学校ホームページでの確認をお願いします。 

⑤ もし災害で自宅等が被災された場合は、学校に直接連絡をされるか、テトルの欠席連絡で

お知らせください。 

⑥自宅への帰宅が困難な場合、または自宅での帰宅が心配な場合は、どこに帰宅（避難）する

か、事前に家族で話し合っておいてください。 

⑦登下校で大雨が降った場合の危険箇所について、親子で確認をお願いします。 

※上記は、あくまでも学校全体としての対応です。連絡がない場合でも、自宅

付近や通学路の状況が危険と判断される場合には、生徒の安全を第一に考え、

保護者のご判断で自宅待機させることも可能です。その際には、学校に直接

連絡をされるか、テトルの欠席連絡でお知らせください。 

                   福田中学校 TEL ０９５－８６５－２１５８ 



 

【参考】対応一覧：長崎市教育委員会から出された対応マニュアルに基づいて作成したものです。 

 

 

 

 

 

 

 
  ※大雨の場合、地形や降水量によって、長崎市の発令する避難情報は地区によって 
   異なってきます。「福田地区」での確認をお願いします。 

 

 

 

 

     

 

 

 

【生徒の皆さんへ・・災害の多い日本に住んでいます。防災について積極的に学ぼう！】 

① これからの災害において生徒（家族）の命をまもるためには、生徒（家族）の危険予測・回
避能力を高め、家庭と学校と地域が一体となり、本気になって防災教育に取り組まなくてはい
けません。 

② 人間の本能としてだれしも「正常性バイアス」や「同調性バイアス」の心理がはたらき、逃
げ遅れてしまう可能性があることを忘れてはいけない。 

③生き抜く術（すべ）【知識・技能】を学び、自分の命と大切な人の命を守れる人になろう。 

 （災害に対する知識や気象状況の情報を知っているかいないかが生死の分かれ目になるとき
がある） 

④災害現場では、知識と技能が正しい判断と行動につながる。 

 （災害現場では、知識と技能を持ち合わせていても、正しい判断ができなければ、それが生死
の分かれ目になるときがある） 

 （過去の災害の教訓に学び、普段から観察力や分析力を養い、正しい判断力をつける） 

⑤災害を正しく恐れて、正しく備える。その結果が減災につながる。 

 （これからの災害に対しては、事前の準備と心構えをしておくかどうかが生死の分かれ目にな
るときがある） 

⑥防災教育では、油断や過信、思い込み、教訓の風化が１番の敵 

（災害はこわいけれど、防災は楽しい、命を守ることに前向きになれるから 

                               中学生の感想から） 

 ⑦防災安全文化は世代を越えて受け継がれる。将来の家族の命を守ることにつながる。 

警戒レ

ベル 

気象庁（台）発令 長崎市発令 学校の対応 

土砂災害情報（雨） 「福田地区」 登校前の場合 登校後の場合 
レベル１ 早期注意情報  

通常登校 通常授業 
レベル２ 大雨・洪水注意報 第１，２次防災体制 

レベル３ 大雨警報・洪水警報 

氾濫警戒情報 
高齢者等避難 

・登校 

・自宅待機 

・臨時休業 

・通常授業 

・早めの下校   

レベル４ 土砂災害警戒情報 

氾濫危険情報 
避難指示 

・自宅待機 

・臨時休業 

・集団下校 

・保護者引き渡し 

・学校待機 

レベル５ 大雨特別警報 

氾濫発生情報 
緊急安全確保 ・一斉臨時休業 ・学校待機 

大雨時に気を付けてほしいこと 

 

・冠水道路、川や側溝等、増水した所では、道路の端の方を通行しないようにすること。 

・川におりたりしないこと。特に増水した川は非常に危険です。 

・土砂災害も予想されるため、崖の近くには近寄らないようにすること。 

・自宅から学校までの間に、危険が予測されるような場所は避けて通るようにすること。 

・避難することを想定して、事前に避難準備物やハザードマップで避難所等を確認して

おくこと。 

・家族で、普段から天気予報等の気象情報を共有する習慣をつけておくこと。 

【天気予報・ｄボタン・気象庁ＨＰ（キキクル）・長崎県防災ＨＰ等】 

 


